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あ ら ま し

富士通研究所は，富士通におけるイノベーション創出をけん引する研究開発の中心組

織であり，米国富士通研究所，富士通研究開発中心有限公司（中国），欧州富士通研究所

の三つの海外研究所とグローバルに連携した体制をとっている。海外研究所では，現地

の優秀な人材を活用して，富士通研究所と密に連携したテーマを研究開発するだけでな

く，各リージョンの特色に応じた独自の研究開発や標準化活動に取り組んでいる。現地

の有力な大学や研究機関と連携したオープンイノベーションも活発である。また，各リー

ジョンにおける富士通ビジネスを支援するために，スタートアップ企業との連携やフォー

ラムなどの展示会を通じた最先端技術の紹介など，ビジネスインキュベーションに向け

た活動も積極的に推進している。

本稿では，富士通を支えるための重要な役割を担う海外研究所の研究開発や活動につ

いて紹介する。

Abstract

As the core research and development organization driving innovation in the Fujitsu 
Group, Fujitsu Laboratories utilizes a system of global collaboration with three 
overseas research laboratories: Fujitsu Laboratories of America, Fujitsu Research and 
Development Center (China), and Fujitsu Laboratories of Europe.  These overseas 
laboratories research and develop key technologies in close collaboration with 
Fujitsu Laboratories using local personnel of the highest quality while also pursuing 
standardization activities and original R&D projects reflecting the distinctive features 
of their regions.  They are also active in open innovation through tie-ups with leading 
universities and research institutions in their respective areas.  Furthermore, to 
support Fujitsu’s business activities in their regions, they are committed to business 
incubation as exemplified by their collaboration with venture startups and introduction 
of advanced technologies through forums and exhibits.  This paper introduces the 
research and development and associated activities at each of these overseas research 
laboratories, which play an important role in supporting the Fujitsu Group.
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米国富士通研究所（FLA）

FLA（Fujitsu Laboratories of America）は，
1993年に米国カリフォルニア州サニーベールに設
立された。2002年には，テキサス州リチャードソ
ンにも拠点を開設し，現在に至っている。14か国
からの研究員約60名（うち，約7割が博士号取得者）
が，シリコンバレーと呼ばれる北カリフォルニア
とテレコム街道と呼ばれるテキサスにおいて，地
の利を生かした活動を推進している。

FLAのミッションは，グローバルに通用する先
進技術，およびビジネスを生み出すための北米で
の孵化場になることである。具体的には，以下で
述べるようなスキームで遂行している（図-1）。
・ ICT最新動向の調査・発信
・ イノベーション創出
・ 出口戦略
● ICT最新動向の調査・発信
富士通の研究開発戦略や新規市場開拓に重要な
情報をいち早くキャッチして関係者で共有すると
ともに，取り組むべきテーマを選択，提案する。
この活動は，日本の富士通研究所との密な連携で
進めている。また，富士通の北米でのプレゼンス
向上のため，FLA主催のシンポジウム，フォーラ
ムなどを8年以上毎年継続的に開催している。
● イノベーション創出
北米（特にシリコンバレー）ならではの最先端
技術の研究開発に，この地の大学や他社（スター
トアップ企業など）と共同でスピーディーに取り
組んでいる。研究テーマの構成を図-2に示す。

【プラットフォーム研究】

プラットフォーム研究では，サーバ，光伝送装
置の先端的な開発，各種の標準化活動を各ビジネ
スグループとの緊密な連携のもとに進めている。
高速リンクスでは，サーバ用の高速インタコネク

ト開発の一旦を担い，製品に活用されている。ネッ
トワーク/DWDMでは，次世代の光伝送装置のアー
キテクチャーに関する研究を進めている。また，ソ
フトウェア検証では，開発したソフトウェア（ファー
ムウェア）の検証を行う際の網羅性を向上させる
ための試験入力データを自動で生成するシステム
（KLOVER）を開発し，（1）富士通製品の信頼性向上に
貢献している。KLOVERの概要を図-3に示す。

米国富士通研究所（FLA）ま　え　が　き

富士通は，ICTの力で人を支援し，課題解決に
向けたイノベーションを創出することで，人が安
心して暮らせる豊かな社会の実現を目指している。
このような富士通において，イノベーション創出
をけん引する研究開発の中心組織が，日本の富士
通研究所と，米国富士通研究所，富士通研究開発
中心有限公司（中国），欧州富士通研究所の三つの
海外研究所である。
海外研究所は，現地の優秀な人材や研究機関を
活用して研究を推進する拠点として設立され，各
リージョンの特色に応じた独自の研究開発に取り
組んできた。その後，経済やビジネスのグローバ
ル化に伴い，各拠点同士が連携しながら世界に通
じる最先端の研究開発にも力を入れている。更に
近年では，各リージョンにおける富士通ビジネス
を支援するために，スタートアップ企業との連携
やフォーラムなどの展示会を通じた最先端技術の
紹介など，ビジネスインキュベーションに向けた
活動も活発に推進している。
米国富士通研究所は，最新のICTやビジネスモデ
ル発信の地である北米に拠点を置き，グローバル
に通用する先端技術を研究開発するとともに，新
しいビジネスを生み出すための孵

ふ

化場として社外
投資家や社内ベンチャー制度を活用したインキュ
ベーション活動を推進している。富士通研究開発
中心有限公司は，経済成長の著しい中国に拠点を
おき，巨大な成長市場である中国に向けた研究開
発だけでなく，スピードとコストを優先した市場
に向けた技術開発から生まれるイノベーション創
出を目指している。欧州富士通研究所では，多
様な価値観や文化を持った国々からなるEMEIA
（Europe，Middle East，India & Africa）におけ
るソリューションを意識した先進的な研究開発に
取り組むとともに，各地で行われているFujitsu 
World Tourでの先進技術の紹介や欧州プロジェク
トへの参加を通じてEMEIAにおける富士通のプレ
ゼンス向上を推進している。
本稿では，富士通を支えるための重要な役割を
担う海外研究所の研究開発や活動について紹介
する。

ま　え　が　き
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更に，セキュリティ＆標準化では，先行的な研
究として，FLAの持つプログラム解析技術を応用
して，アプリケーションソフトウェアの脆弱性を
静的，動的に発見し，かつ自動でそのプログラム
を修正するシステムの開発など，野心的な研究を
進めている。
なお，これらの活動においては，University of Texas 

at Dallas，University of California Berkeley，
Stanford Universityなどと技術交流や共同研究を行
い，研究開発の促進を図っている。

【ソリューション研究】

ソリューション研究では，特に米国で需要があ
り，かつ日本に先行して進める意味があると考え
る，スマートエネルギー，ヘルスケア，オープン

図-1　FLAのR&Dスキーム

図-2　FLAの研究テーマ構成
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教育をテーマに設定して進めている。
スマートエネルギーに関するSolution for 

Energy Distributionでは，デマンドレスポンス
（Demand Response：DR）と呼ばれる，電力の供
給側と消費側が協調して電力の最適分配などを行
う仕様（OpenADR2.0b）の策定をリードし，かつ
世界発のプロトタイプ開発に成功した。（2）

ヘルスケアに関するData Driven Life Innovation
では，人間が実社会で感じるストレスを定量化す

ることに成功し，（3）この成果を活用して，質の向上
を目指したアドバイスを行うシステムの開発を進
めている。ストレス測定の例を図-4に示す。FLA
の事務所から自宅まで車で往復した場合の例であ
る。太い線ほどリラックスしていることを示す。
帰宅時には自宅に近づくほどリラックスし，出勤
時は常時緊張していることが分かる。

Open Education Solutionsでは，特に米国で進
んでいるMOOC（Massive Open Online Course）

図-3　KLOVERの概要

図-4　ストレスの定量化
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を活用した新しい教育システムの研究開発を進め
ている。
● 出口戦略
研究成果は日米の富士通グループとの緊密な連
携により，社内外にその効果を問うている。上
記の高速インタコネクトやKLOVERはその例で
ある。
一方で，シリコンバレーに特徴的なエコシステ
ム（ベンチャーキャピタルやエンジェルと呼ばれ
る積極的な投資家，優秀な人材，経験豊富なアド
バイザーなど）や社内ベンチャー制度を活用して，
FLA自らビジネスインキュベーション活動を推
進している。例えば，上記のストレスの定量化や
OpenADR2.0bをコア技術として，その可能性を検
討中である。
● まとめ
北米（シリコンバレー）は従来，最新のICTの発
信地と言われてきたが，最近では最新のビジネス
（モデル）の発信地とも言われるようになってきた。
AppleやGoogle，Facebookなどがその例である。
富士通もこの地の利を生かして，最先端の技術開
発はもちろん，ビジネスインキュベーション活動
を通して，イノベーションを起こしていきたいと
考えている。

富士通研究開発中心有限公司（FRDC）

FRDC（Fujitsu R&D Center）は1998年に設立
され，現在約120名が在籍する海外最大の研究所で
ある。北京を本社とし，上海と蘇州に分室がある。

FRDCは「富士通が国際競争を勝ち抜くための
研究開発」をミッションに，富士通の未来の製品
やサービスを支える研究開発のオフショア，中国
でのアンテナ機能，中国・海外市場に向けた研究
開発を担っている。その組織は，通信技術，情報
技術，メディアプラットフォーム技術の三つの研
究部から成る。通信は，次世代無線，センサーネッ
トワーク，次世代光通信とその標準化，情報は，
中国語をベースとした知識・機械学習などの情報
処理，メディアプラットフォームは，大規模映像
監視と映像圧縮の研究開発をそれぞれ行っている。
その中で，中国市場に向けたアクトローカルの研
究活動を紹介する。

富士通研究開発中心有限公司（FRDC）

● 人材力とローカル化
北京大学，清華大学の博士出身や，中国の数学
オリンピックで2位を獲得した社員も在籍するな
ど，若くて優秀な人材がFRDCの財産である。中
国政府や30を超える有名大学とのコネクションを
保有し，毎年，産官学を対象とした「中国科学技
術フォーラム」を主催している。
在籍する日本人社員は3人だけで，現地化により
ローカルに根付いた中国市場向け研究開発とビジ
ネス支援がもう一つのFRDCの強みである。2010年
の中国国勢調査に使用する手書き文字認識技術に
関するベンチマークでは，FRDCの高い技術が中
国政府からも評価され，競合他社を破り商談を獲
得した。すなわち，中国に適応した高い差異化技
術があれば，中国政府に採用されることを実証し
た。実際，人口国勢調査では，8億枚の帳票の読取
り実施後，政府統計局がFRDCのOCR技術の精度
が99.94％であったことを公表した。
中国市場では，コネクションやスピード，低コ
ストがビジネスを支配するという特徴を持つ。上
述した経験から得た知見により，外資系の富士通
は他社がまねできない中国のニーズに合った差異
化技術を武器に市場に食い込む方法が重要と考え，
現地の優秀な人材を活用して推進中である。
● 大規模トライアルによる差異化技術の開発
差異化技術に加え，中国市場の特色である大規
模性に目をつけ，大規模トライアルをベースとし
たイノベーション創出のための研究開発を推進し
ている。本章では，現在推進中の古文書電子化，
人工知能技術による文字認識，大規模映像ソリュー
ションの研究開発を紹介する。

【古文書電子化】

中国には5000万冊以上の古文書があり，中国政
府も文化保護に力を入れている。現場の電子化作
業では人手の負荷が高く，効率化と低コスト化が
求められている。FRDCは，小型スキャナで大判
古文書の電子化を可能にするため，二つのスキャ
ン画像をつなぎ合わせる画像合成技術を開発した
（図-5）。（4）画像合成技術には，写真や映像を対象に
したものがあるが，いずれも二つの画像の重なり
部分に一律の幾何学変換を適用しつなぎ合わせる
ものであった。したがって，古文書特有の経年変
化による歪み・しわを補正できず，資料保存に値
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する品質が得られなかった。新たに開発した技術
では，二つの画像の重なり部分の中で，まず，古
文書の歪み・しわの影響が最も少なくなるつなぎ
合せラインを見つける。次に，そのラインに沿って，
テキスト列やイラスト枠などが乱れないような局
所的幾何学変換を適用し，画像をつなぎ合わせる。
この技術により，中国で電子化が急務となってい
る60年以上前の古い民国時代の新聞や地図などの
貴重な資料の電子保存が可能となる。

【人工知能技術による文字認識】

人間の脳の働きを模した人工知能技術（Deep 
learning）を活用した，業界トップ精度の手書き文
字認識技術を開発した。従来，手書き文字を認識
するには，文字を構成する線の方向やその数を文
字の特徴として捉え，個々の文字を認識していた。
しかし，変形の大きい文字を認識できなかったり，
認識精度を高めるために文字の学習に時間を要し

たりするなどの課題があった。FRDCは，人間の
脳の働きを模した人工知能技術を活用し，文字の
特徴をより詳細に，かつ高速に学習する仕組みを
開発した。（5），（6）これにより，文字の学習時間を従来
の約1/17に短縮すると同時に，94.8%の認識精度 
を実現し，文書画像処理分野で最大規模となる 
国際会議ICDAR 2013（International Conference 
on Document Analysis and Recognition 2013）主
催の手書き文字（中国語）認識コンテストで1位を
獲得した。本技術により，帳票などの手書き文字
を電子化する際のデータ入力の更なる効率化が実
現できる。

【大規模映像監視ソリューション】

（1） 高速火災検出技術
世界で，年間600万～ 1400万ha（東京ドーム約

300万個分）の森林火災が発生しており，早期発見・
消火の対応が求められている。中国でも，年間約
9000件，東京ドーム1万個分の森林が火災で消失し
ている。FRDCでは，画像鮮明化，物体認識を基盤
技術として，火災を自動検出する技術を開発した
（図-6）。中国湖北省での森林監視トライアルを経
て，福建省のお客様によるベンチマークにおいて
検出精度99.36%を達成し，採用が決定した。技術
のポイントは，画像処理による高精度の煙炎検出
技術で，屋外監視で問題となる視認性悪化の原因
である霧，スモッグなどを画像処理で除去し，煙
炎を鮮明化している。（7）また，演算負荷の高い動画
処理を独自の高速アルゴリズムによって最適化し，
ソフトウェアでリアルタイム分析が可能である。
（2） 交通監視映像分析技術
中国では，自動車保有台数が1億5000万台を超え，

図-5　古文書保護

図-6　森林火災監視

煙検出結果
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渋滞や交通事故（死亡者数年6万人，原因の92%が
交通ルール違反）の低減が課題となっている。現
在の目視による監視業務を効率化するため，カメ
ラ映像をリアルタイム分析して異常や渋滞などを
自動検出する技術を開発した。まず，認識対象の
特徴を抽出し，運動軌跡などを分析し，更に物体
属性・位置・方向・スピードなどを抽出する。次に，
ルールデータと比較してソフトウェアで高精度に
検出し，高速アルゴリズムにより，１台のPCサー
バで複数のカメラ映像をリアルタイム処理できた。
● 世界に通じる技術を磨いて
これまで述べてきたように，中国は優秀な人材
が膨大な試行を繰り返せる場であるからこそ，世
界に通用する技術を磨くことができる。先進国と
途上国が共存する中国特有の環境，スピード，か
つコスト優先で生まれる技術は，途上国に対して
有効であるのはもちろんのこと，コストパフォー
マンスなど新たな価値を持つ製品が生まれ先進国
に対しても既存市場を破壊する可能性があり，今
後もイノベーションを創出していきたい。

欧州富士通研究所（FLE）

FLE（Fujitsu Laboratories of Europe）は，欧
州を中心にEMEIA地域をカバーする研究所とし
て，2001年に英国ロンドン郊外に設立された。研
究員のほとんどはそれぞれの専門分野で博士号を
取得しており，また出身も15か国以上に上るとい
う多様性を持つ環境の中で研究開発を行っている。
富士通研究所のグローバルネットワークの中で，
FLEは次の三つの役割を持つ。
・ CoE（Centre of Excellence）
特定分野において，富士通・富士通研究所のみ
ならず，世界的に見て先進的な研究開発を実施
する。
・ EMEIA地域貢献

EMEIA地域における富士通のビジネスに対して
直接貢献する。
・ 研究所グループ連携
富士通研究所で進められている研究の一部を
実施する。FLEが有する人材，技術とともに，
EMEIA地域で築いてきたR&Dネットワークを活
用する。

欧州富士通研究所（FLE）

● 研究開発の概要
FLEの研究開発重点領域は以下の四つであり，
それぞれ研究部門を持つ。
・ ビッグデータ分析：Data Analytics Research 

Division
・ 5G（ 第 五 世 代 ） 無 線：Future Networking 

Research Division
・ HPCアプリケーション：Technical Computing 

Research Group
・ ものづくり情報化：Engineering Cloud Research 

Group
このほかに，R&D戦略，技術のビジネス化，お
よびオープンイノベーションを担当するResearch 
Transformation & Innovation Groupを持つ。個
別の研究活動と並行する部門を越えた活動として，
欧州地域での規制・法制化が進むデータ保護，プ
ライバシー保護の技術とその応用を進めている。
● 研究内容の概要

【ビッグデータ分析】（EMEIA地域貢献，グループ連携）

ビッグデータの活用が大きなビジネスを生み出
している中，5年前からビッグデータ分析のための
処理基盤に関する研究開発を続けている。ここで
着目したのは，情報のつながりを表現するLinked 
Dataと呼ばれるデータ形式であり，リレーショナ
ルデータベースでは表現しにくい，WebやSNSの
情報を取り扱うことに向いている。FLEは，これ
を効率的に扱うプラットフォームであるBigGraph
を開発した。BigGraphのコンセプトおよび処理系
は，富士通が提供するLOD4ALL（Linked Data
形式で記載されたオープンデータを扱う基盤）の
中核をなす。FLEは，更に高度な分析を実現する
基盤技術を開発するとともに，ヘルスケア，金融，
エネルギー，自然保護分野への応用を進めている。

【5G無線】（グループ連携）

5G無線は，2020年頃にサービスが開始される次
世代無線である。現行の4Gと比較して，高速・低
遅延・大容量のサービスを提供するとともに，ヒ
トとヒトだけでなく，ヒトとモノ，モノとモノを
つなぐIoT（Internet of Things）の基盤となる。
FLEは，5G無線で必須となる技術の開発，およ
び2016年からスタートする標準化活動を行う。そ
れと同時に，モノがネットワークでつながり情報
をやり取りすることで，通信のあり方だけでなく
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情報のあり方，更には人間の暮らしに大きな影響
を与えると考え，2020年に富士通が果たすべき役
割，ビジネスを拓く研究活動を進めている。また，
FLEは英・サリー大学が主導する5G Innovation 
Centreに創立会員として参画し，通信キャリア，
研究機関，通信ソリューション企業，測定器製造
企業，ユーザー企業を交えた議論，技術開発に取
り組んでいる。

【HPCアプリケーション】（CoE，EMEIA地域貢献）

欧州および中東地域では，高度科学技術計算に
対する需要が高く，それを実現するスーパーコン
ピュータビジネスが堅調である。FLEは，海洋，
生体，バイオといった分野でのシミュレーション
技術と，それをスーパーコンピュータ上で高速動
作させる技術を長期にわたって開発してきた。こ
れらの技術は，富士通研究所グループの中でFLE
を中心に蓄積されており，富士通のスーパーコン
ピュータ商談で大きな役割を果たしている。特に
近年は，気候変動への関心が世界的に高まってお
り，気象シミュレーションへの需要が高まって
いる。FLEではいち早くこの需要に応じた技術
（Ensemble Prediction技術）（図-7）を確立し，商
談で活用するとともに，防災・減災ソリューショ
ンへの適用を進めている。

【ものづくり情報化】（グループ連携）

FLEでは，構造解析技術，構造・熱・電気な
どの複数領域をカバーする練成シミュレーション
技術を開発してきた。これらは，富士通のものづ
くりソリューションであるEngineering Cloudに
採用されている。一方，Industrie 4.0（ドイツ），

Industrial Internet（米国）といったコンセプト
が提案され，ものづくりの情報化を実現すべく，
製造業とICT企業が手を組むようになった。FLE
は，欧州発のIndustrie 4.0に注目し，独Fujitsu 
Technology Solutionsと連携し，富士通のものづく
り技術をIndustrie 4.0の枠組みの中で再定義する
試みを進めている。
● EMEIA地域貢献

EMEIA地域は，富士通グループの中で日本に次
ぐ売上げを誇る。その多くは，情報インフラスト
ラクチャー構築のためのプロダクトとサービスを
提供するビジネスである。ここで，FLEが果たす
べき役割は，EMEIA地域におけるプレゼンスの向
上である。特に，富士通がイノベーションを提供
する企業であるとの認識を顧客，潜在顧客に与え
ることに加え，Fujitsu Technology and Service 
Visionで提示した「情報」の領域，および「人」
の領域でのビジネスを確立させるための道筋をつ
けることにある。（8）

FLEは，富士通のプレゼンス向上のために，
EMEIA地域を中心として毎年行われているFujitsu 
World Tourに参画している。（9）FLEおよび研究所グ
ループから選りすぐった技術を展示するとともに，
先端技術セッションを担当する。2014年度は7か国
のイベントに加わり，各地域で「イノベーション
を創出する富士通」のイメージを打ち出した結果，
いずれの地域でも前年を大きく上回る参加者があ
り，高い評価を得た。また，FLE独自のイベント
として，Fujitsu Innovation Gathering（図-8）を

図-7　Ensemble Prediction技術を用いた降雨量予測
図-8　Fujitsu Innovation GatheringでのFLEによる
　パネルディスカッション
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毎年開催している。これはFujitsu World Tourの
1か所を選び，研究所の活動を重点的に紹介するも
のである。2013年度はダブリン（アイルランド），
2014年度はヘルシンキ（フィンランド），2015年
度はマドリッド（スペイン）で開催し，いずれ
も好評であった。特にスペインでは，1年前から
富士通スペイン，およびスペインの有力顧客と連
携したプロジェクトを立ち上げ，その最初の成果
を発表した。これらのプロジェクトは，いずれも
EMEIA地域での新しいビジネス領域である「情報」
の領域を切り拓く試みである。
もう一つのEMEIA地域貢献が，欧州プロジェク
トへの参画である。欧州では，2014年度にHorizon 
2020と呼ばれる総額10兆円に及ぶ巨大プロジェク
トを立ち上げた。これは，2020年に欧州が科学技
術面で十分な競争力を有することを目標としてい
る。欧州の研究機関がこぞって応募した結果，そ
れまでの欧州プロジェクトと比較しても極めて厳
しい競争となった。その中で，FLEはスマートエ
ネルギーと次世代無線の分野で，研究パートナー
とともに出した提案が採択された。特に，後者の
プロジェクトは，無線通信における新しいビジネ
スモデルを拓く可能性がある。2015年から両プロ
ジェクトで成果を出し，欧州の科学技術の発展に
貢献すると同時に，欧州地域における富士通のビ
ジネスにも役立てていく。

む　　す　　び

以上述べたように，富士通研究所が有するFLA
（米国），FRDC（中国），FLE（欧州）では，各地
域の優秀な人材やネットワークを生かして，優れ
た研究機関や大学と連携しながら最先端の技術を
開発している。それだけでなく，技術展を通じた
情報発信やビジネスグループとの連携活動などに
より，各地域の富士通ビジネスを支援し，貢献し
てきた。
今後も，人が安心して暮らせる豊かな未来の実
現に向けて，イノベーション創出をけん引する研

む　　す　　び

究開発や活動に取り組んでいく。
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